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Abstract:  

軟体動物の外骨格は種によって多様な形状を持つが、その形成過程
は開口部に物質を付加することで成長するため、比較的単純な幾何学
構造として捉えることができる。特に、巻貝やオウムガイの殻には対数
螺旋に基づく構造が見られる。
本発表では、外骨格の形状を「限られた資源で内部空間を確保する」と
いう観点から評価する指標を導入し、まず円錐形状において最適形が
一意に定まることを示す。
次に、この考えを対数螺旋に基づく三次元の殻モデルへ拡張し、表面
形状と内部空間の関係を解析する。その結果、評価指標を最小化する
形状は、オウムガイや二枚貝に見られる実際の殻形に対応することが
確認される。

以上より、外骨格の形状は資源利用効率の観点から一定程度説明可
能であることが示唆される。本発表では、このモデルの考え方と結果を
紹介するとともに、その位置づけと限界について議論する。

   


	Slide 1
	Slide 2

